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私は,東京理科大学で初めて教壇に立つように

なった。講義の中で隕石のことについてふれた後

で,「 もしも君達の家の庭に隕石が落ちたらいち

早 くこっそりと私の所に届けて下さい。Jと つけ

加えることにした。学生数が多いので,依頼と宣

伝をかねてこのようなことをいっておくのには好

都合な機会であるかもしれないと考えたからであ

る。しかし,そ れが機縁になって新 しい隕石を入

手できるなどと大真面目に考えていたわけではな

く,それは講義の中の息抜きの効果をねらった ,

むしろ冗談の一種でもあった。

ある時,一人の学生が私の部屋をノックした。

全 く面識のない学生であった。彼は「私の村に隕

石を持っている人がいます。」と,思いもかけぬ

朗報を私に告げたのである。その学生は群馬県甘

楽 (か ん ら)郡か ら通学 している聴講生であるこ

とが分ったが,何れ近い中に現地の村で会うこと

を約 して別れた。私は,その ｀
隕石

″に甘楽隕石

という仮称を与えることにした。 (隕石の命名は

原則として,落下した,あ るいは,発見された場

所の地名によることになっている。しかし,最近

の南極隕石のように一ケ所に多量の隕石が発見さ

れる事態が生 じたため,命名法について新たな問

題が生じた。)

私は日記をつける習慣を持たないので,何年の

何月何 日であったか定かでないが,かねての計画

に従って期待に胸をはずませて現地に赴いたのは

七月頃だったろうか。研究室所属の学部学生や大

学院生も同行し,途中で西瓜を買ったのを覚えて

いる。現地の事情に詳しい学生も先で合流し,件

の隕石を所有 している村人に会わせてくれた。そ

して,落下を目撃した当時の情況などをきくこと

ができた。

二人の村人が小さい山の頂上近くに腰を下して

作業の合間の休憩を取っていた時のことであった

という。えも言えぬ七色の (?)光に輝いた火の

玉が飛んで来て,あ っとかたずをのむ間にオレン

ジ色に光を変えながら直 ぐ真向いの山の杉の木立

の中に姿を消すのを目撃 した。 (当 日,ほ ぼ同じ

時刻にその村の小学校の校庭で遊んでいた子供達

の中にも火の玉の飛来を見たものがいたとのこと

である。)二人は, これと目星をつけた地点にか

けつけたが,そ れらしいものを回収することはで

きなかった。あいにく,そ の夜は強い雨。翌日も

二人は仕事を止めて火の玉を探 したが,収穫な し。

しかし, この世のものとは思われぬ火の玉を目の

当りに見た二人はその瞬時の光景を忘れることが

出来ず, ｀
火の玉″

を拾ってやろうという気持は

募るばかりであった。農作業を時々休んでは山の

中を採 しまわる二人の行動は村の人達から奇異の

目で見られるようになり, ｀
宝物を探 しているら

しい″という評判が村中に広がった。同時に,我

こそは宝物を……という人が日増 しに増えて,つ

いには,村 中総出の組織的な火の玉探しにまで発

展 した。火の玉の正体ではないかというものがい

くつか回収されたが,情況証拠から考えて最もそ

れらしいものの一部分が目撃者の一人の家に保存

されているとい う話を聞いて胸おどるものがあっ

た。神棚の奥から出して見せてくれたその物体は

私の興味をいやが上にもかき立てた。その外観は

黒っぱくて, もろく, フランスに落下したorgueil

隕石とい う大変貴重な炭素質コンドライ トによく

似ていたからである。

隕石は化学組成,鉱物学的組成と構造等により

いくつかに大別されるが。その中でも最も未分化 =

な隕石はコン ドライ ト隕石である。しかし, これ

-2-






